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■■ AGU Fall Meeting 2019 参加報告 ■■ 
～ 初参加の CEReS スタッフが見たビッグイベント ～ 
 
 12 月 9 日～13 日、AGU Fall Meeting 2019 がサンフランシスコにて開催されました。AGU とは American 
Geophysical Union（アメリカ地球物理学連合）の略称であり、会員数が 62000 人を超える世界最大の地
球物理学の国際学会です。Fall Meeting は毎年 20000 人以上が参加するビッグイベントですが、今年は設
立 100 周年を迎えたことから、これを祝う様々な企画も催され、より一層華やかな雰囲気がありました。
CEReS からは市井和仁（教授）、入江仁士（准教授）、齋藤尚子（准教授）、樋口篤志（准教授）、本郷千
春（准教授）、Alessandro Damiani（特任助教）、Nofel Lagrosas（特任助教）、山本雄平（特任助教）が参
加し、研究成果発表を行いました。右下の写真は、新世代静止軌道衛星に関するセッションでの樋口先
生の発表シーンです。CEReS が提供するひまわり 8/9 号プロダクツの紹介だけでなく、SKYNET や VL
等のお話もあり、CEReS コンテンツてんこ盛りな発表をしていただきました。 
AGU の会場エントランス風景           樋口准教授の発表シーン 
■ 筆者の感想 ■■■■■■■■■■■■■■■ 
私は AGU 初参加でした。新世代静止軌道衛星に関するセッションでポスター発表を行い、それ以外
の時間は都市気候、熱波（猛暑）、陸面過程に関する発表を聴きました。どのテーマも発表件数が非常
に多く、例えば”Urban Heat ~”でサーチするだけでも、一日 10～20 件程度の発表があります。とても
濃い（しんどい…）スケジュールでした。横にも縦にも広く情報収集をすることになるので、研究アイ
デアが浮かびやすかったり、各研究テーマの国際的な盛り上がりを実感できたりもします。個人的に強
く印象に残ったのは、静止軌道衛星を使った陸面研究の競争環境の激しさでした。新世代機から陸面観
測への応用可能性が一気に広がったことから、現在新世代機を保有しているアメリカや中国、韓国がそ
れぞれ大規模なチームを組んでスピード感をもって研究を進めていました。陸面観測に特化したひまわ
り 8 号データを推している CEReS も、これに負けないようプロダクト開発や応用研究を進めていかな
ければいけないと感じました。 
（山本雄平） 
 
国内外の先生方による CEReS セミナーの紹介 
 
＜ 第 6 回 CEReS セミナー Qihao Weng 教授講演 ＞  
2019 年 12 月 16 日にアメリカ・インディアナ州立大学の Qihao Weng 教授は、JSPS の外国人招へ
い研究者（短期 S)として、CEReS を訪問されました。Weng 教授は都市に関するリモートセンシング
研究の第一人者といえ、リモートセンシング分野のトップジャーナル ISPRS Journal of 
Photogrammetry and Remote Sensing の Editor-in-Chief を務めています。 
午前中は、久世センター長をはじめ CEReS の教員たちが Weng 教授と静止衛星データの活用をめぐ
って研究打ち合わせを行いました（写真 1）。午後に、「A New Direction in Optical Remote Sensing」
というタイトルでの講演をしていただき、「CEReS の第 6 回セミナー」として、Weng 教授研究チーム
の最新の研究成果を紹介されました。学生含め 20 名近い参加者があり、衛星時系列データの構築・解
析及び都市における夜間光衛星プロダクトの作成について、大変参考になりました。その後、近藤・楊
研究室の博士１年生 Zhaoxin Li さんは沿岸リモートセンシングについての研究成果を Weng 教授に紹
介し、貴重なご意見とコメントを頂戴しました。最後に、Weng 研究室との長期的な意見交換や共同研
究などについての合意が出来ました。 
                              
 
北海道大学理学研究院教授高橋幸弘先生による表記の講演が 2019 年 12 月 25 日夕方、CEReS 1 階会
議室にて行われました。講演題目は「雷・気象観測ネットワークと超小型衛星連携運用による極端気象
観測」となっていましたが、ご自身の研究のスタートなったスプライトの話から始まり、小型衛星を東
南アジア各国の予算で次々と打ち上げていくところまで、１時間ノンストップで観衆を引きつける講演
をしていただきました。CEReS の構成員として、溢れ出す研究へのパッションおよびバイタリティ、
我が国の衛星による地球観測に対する危機感、等々非常に勉強になりました。お忙しい中、講演を快諾
していただきありがとうございました。また、高橋先生の招聘に関して、CEReS 兼務教員でもある工
学研究院鷹野先生、大矢先生の支援を受けました。重ねてお礼を申し上げます。 
 
CEReS 研究室所属学生の修士中間発表会を開催しました 
 
2019 年 12 月 23 日（月）に、共同棟 102 講義室にて、令和元年度の CEReS 研究室所属学生の修士
論文の中間発表会を開催しました。今年は対象となる学生が 21 名と多かったため、朝 9 時から夕方 17
時半頃まで長時間にわたる発表会となりました（対象学生は令和元年 4 月入学の修士一年生と平成 30
年 10 月入学の修士二年生で、久世研 3 名（一名欠席）、近藤・楊研 3 名、ヨサファット研 6 名、市井研
写真 1：Weng 教授との研究打ち合わせの様子 
 
写真 2：Weng 教授のご講演の様子 
 
（楊 偉） 
 
＜ 第7回 CEReS セミナー 高橋幸弘教授講演 ＞ 
 
 
（樋口篤志） 
 
4 名、本多・梶原研 2 名、入江研 3 名）。 
一人あたり 20 分程度（15 分発表、4 分質疑）の発表でしたが、概ねどの学生もしっかり準備をして
発表に臨んでいたように思います。また、今年から新たな試みとして、CEReS 教員・研究員による評
価を導入したこともあり、質疑の時間が大幅に超過するなど、全体として質の高い、活発な議論が行わ
れていたと思います。CEReS 全体での発表会は、普段の各研究室単位のゼミとは違い、少し分野や専
門が離れた専門家からコメントをもらえる貴重な機会ですので、学生の皆さんには発表会時に指摘され
た内容を踏まえて自身の研究を進めていってもらいたいと思います。また、研究の内容も重要ですが、
発表する際には聴衆にきちんと顔を向けて話をする、PC 画面ではなくスライドを見て話すなど、今後、
学会発表などで活かせる基本的なプレゼンの作法も身に着けてもらいたいです。 
CEReS 教員・研究員による評価に基づき、令和元年度の「CEReS 学生優秀発表賞」を本多・梶原研
の神尾佑馬君と市井研の林航大君に授与することが決まりました。おめでとうございます。 
（CEReS 教育委員会委員長：齋藤尚子） 
 
氏名 修士論文（仮）タイトル 研究室 
蔡 穎 2011-2019 年における春季の越境汚染に対する日本のエアロゾル光学的厚さの
応答に関する観測的研究 
入江 
山口航大 スカイラジオメーターを用いた日本におけるエアロゾルの光吸収オングストロ
ーム指数の変動要因の解析 
入江 
佐野春香 MIROC4-ACTM により算出された東シベリア域のメタンカラム濃度の季節変
動の再現性 
入江 
仲 晨渓 空中写真から見た愛知県小原村の崩壊跡地における植生の回復 近藤・楊 
胡 立昂 Assessment of Macrophytes phenology in Inba-numa using Sentinel-2 
time-series data 
近藤・楊 
劉 博郡 印旛沼における水中クロロフィルａの時間変化と気候要因の関係分析 近藤・楊 
澤井敦彦 衛星観測データによる地上バイオマス推定精度向上に関する研究 本多・梶原 
神尾佑馬 ３次元点群データにおけるボクセル化を利用した衛星 LiDAR 受信信号シミュレ
ーションに関する研究 
本多・梶原 
黄 翔宇 Computation and Experiment on Linearly and Circularly Polarized 
Electromagnetic Wave Backscattering by tree target in an Anechoic Chamber 
ヨサファット 
陳 向平 Subsidence Monitoring of Semarang City using Differential Interferometric 
Synthetic Aperture Radar 
ヨサファット 
石月健治 合成開口レーダを搭載した無人航空機の設計及び性能評価 ヨサファット 
于 陽 
ALOS-2 Polarimetric Synthetic Aperture Radar (PolSAR) Observation of 
Hokkaido Eastern Iburi Earthquake 
(ALOS-2 多偏波合成開口レーダーによる北海道胆振東部地震の観測) 
ヨサファット 
柏原久人 UAV 搭載円偏波合成開口レーダ用 X バンドパッチアレイアンテナの開発 ヨサファット 
平賀誠士郎 小型衛星搭載用のパラボラアンテナの開発 ヨサファット 
XUE ZIXUAN MODTRAN 計算を用いたひまわり 8 号衛星画像からのエアロゾル分布導出 久世 
辻 慧 地表面反射率データの取得と大気補正への活用  久世 
劉 治彦 Data-driven GPP and NEE estimation with lag effect, remote sensing and 
machine learning 
市井 
川瀬 陸 北東ユーラシアにおける陸域 CO2 収支と植生活動の変化 市井 
林 航大 ひまわり８号を用いた東南アジアの植生季節変動モニタリング 市井 
細谷 篤志 Sentinel-1 データを用いた永久凍土融解による地表面変化検出 市井 
